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年
頭
の
御
挨
拶

町
　
長

半
　

沢
　
殷
　

保

匸

九
五
九
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
皆
様
の
御
繁
栄
を
お

慶
び
申
上
げ
、
併
せ
て
一
層

の
御
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

さ
き
に
、
国

見
町
合
併
計
画

に
よ
る
大
半

の
事
業
が
遂
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
去

る
十
一
月
三
日

の
五
周
年
記
念
式
典
に
際
し
て
申
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
際
更
に
想

を
新
に
し
、
画
竜
点
睛
の
意
気
を

も
っ
て
、
新
し
い
国
見
町
の
町

づ
く
り
の
構
想

を
た
て
る
こ
と
の
必
要
を
感
じ
、
い
わ
ゆ

る
国
見
町
新

町
建
設
の
た
め
の
芫
’曚
調
査
と
、
今
後

十
ヶ
年
の
基
本
計
画
並
び
に
五
ヶ
年
の
実
施
計
画
を
策
定
中
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
他
日
、
町

内
各
層
有
能
の
士
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
た
る
、
新
町
建
設

。罌
議
会

に
附

議
し
、
十
分
な
る
審
議
に
よ
り
立
派
な
結
論
を
得
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
要
は
、。
国
見
町
の
特
性

を
基
礎
と
し
、

圸
找
全
体
に
っ
い
て
有
機

的
な

る
開
発

と
合
理
的
な
経
営
に
よ
り
、
住
民

の
所
得

と
文

化

の
水
準
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
統
合
設
計
青
写
真
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
、

次
に
、
町
民
各
位
に
御

報
告
し
、
謝

意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す

こ
と
は
、
過

般
、
自
治
庁
長
官
よ
り
、

圸
方
自
治
確
立
仲
艇
恨

貝
献

し
、
新
町
建
設

の
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
一
万
五
千
町
民
各
位
の
御
協
力
と
御
支
援
御

指

導

の
た
ま
も
の
で
あ
り
ま
し
て

、
そ
の
喜
び
は
町
民
各
位
と
頒
っ
べ
。

き
も
の
と
信
じ
、
厚
く
鯑
謝
の
意
夕
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。。

最
後
に
、
助
役
遞
任

の
件
に
つ
い
て

二
言
御
願
い
申
上
げ
ま
す

。

長
い
聞
町
政
執
行
の
面
に
も
、
事
務
の
能
率
の
面
に
も

、
御
不
自
由

を
か
け
て
お
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
存
じ
ま
す
が
、
去
る
十
二
月
の
町

議
会
に
お
い
て
御
承
認
を
得
ま
し
た
毛
利
久
君
が
国
見
町
助
役
と
し

て
去
る
五
日
就
任
致
し
ま
し
た
。
毛
利
君
の
就
任

は
、
国

見
町
町
政

の
一
段

の
進
展
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
の
で
、
何

分
よ
ろ
し
く
御
引
廻

し
の
程
を
御
願
い
申
上
け
ま
す

。

新
年
に
思
う

佐

藤

善

次

郎

有
為
転
変
の
世
の
中
と
は
い

え
、
春
が
来
て
花
が
咲
き
、
秋

に
な
っ
て
は
紅
葉
す

る
。
春
夏

秋
冬
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
又
正

月
を
迎
え
た
。
日
の
出
さ
え
、

新
し
い
光
に
満
ち
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
、
一
際
溌
溂
と
し
た

気
分
に
な
る
。
そ
し
て
期
待
に

あ
ふ
れ
、
希
望
に
輝

い
て
、
人
生
の
旅
路

を
一
歩
前
進
し
た
わ

け
で
あ

る
。
と
は
い

え
、
地
球
上
の
天
然

現
象
は
、
ほ
ぼ

Ｉ
ヶ
年
を
週

期

と
し
て
い
る
の
で
、

ど
こ
に
年

の
始
を

定
め
て
も
よ
い
わ
け
で

あ
る
。
多
分
宗
教
な
も
の
か
、

あ
る
い
は
農
事
の
忙
閖
を
考
え

て
、
こ
の
辺
に
年
の
始
を
お
か

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
一
年
の
計
を
立
て
、
祝

い
事
を
す

る
為
の
も

の
で
あ
る

こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
譏
と
し
て
無
限
の
過
去
か
ら

永
遠
の
米
来

に
続
く
時
の
流
れ

に
一
期
を
画
し
て
、
清
新
の
気

を
も
っ
て
更
に
一
歩
を
進
め
る

と
こ
ろ
に
、
大
き
い
意
義
が
あ

る
こ
と
と
思
う
。
と
も
あ
れ
、

し
ば
ら
く
は
青
年
の
心
に
か
え

つ
て
、
新
年
を
祝
お
う
で
は
な

い
か
。

最
近

の
世
相
は
あ
ま
り
に
も

尖
鋭
化
し
て
い
る
。
右
で
な
け

れ
ば
左
、
赤
で
な
け
れ
ば
白
、

即
時
断
行
と
い
い
、
絶
対
反
対

と
暘
ぶ
。
中
央
の
諸
問
題

か
ら

一
町
村
政
に
至

る
ま
で
、
斗
争

に
明
け
暮
れ
て
い
る
昨
今
で
あ

る
。
ひ
い
て
は
暴
力
を
も
っ
て

自
己

の
欲
望
を
達
し
よ
う
と
す

る
者
さ
え
出
て
く
る
。
ま
こ
と

に
困
っ
た
も
の
だ
。
要
す
る
に

近
代
社
会
に
は
潤
滑
油
が
不
足

し
て
い
る
の
だ
。
そ

れ
は
人
間
相
互
の
エ

チ
ケ
ッ
ト
で
あ
り
教

養
で
あ
る
、
更
に
遵

法
の
精
神
に
も
通
ず

る
も
の
で
あ
る
。
斗
争
と
い
う

言
葉
や
文
字
を
使
用
す

る
こ
と

を
近
代
人
の
条
件
の
一
つ
の
如

く
思
わ
れ
て
は
た
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
相
手
の
立
場
を
考

え
て
の
良
識
こ
そ
現
代
社
会
人

が
身
に
っ
け
る
最
も
重
要
な
る

条
件
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

議会だより

十
一
一
月

定
例
町
議
会

「

助

役

迥

任

に

同

意

を

求

め

る

件

」

な

ど

審

議

十
二
月
十
六
日
国
見

町
定
例
町
議
会
が
開
か

れ
、
会
期
一
日
、議
案
次
の
通
り

日
程
第
一
　

助
役
邊
任
に
同
意

を
求
め
る
件

国

見
町
発
足
以
來
五
ヶ
年
助

役
の
設
置
な
し
に
町
政
が
運

営
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
助

役
選
任

に
つ
き
毛
利

久
（

五

四
才
大
字
光
明
寺
）
氏
が
原

案
通
り
同

意
さ
れ
、
本
年
一

月
一
日
よ
り
就
任
さ
れ
た
。

日
程
第
二
　

昭
和
三
十
三
年
度

国
見
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
更
正
予
算

十
二
月
十
四
日
挙
行
さ
れ
た

国
保
記
念
式
典
費
等
を
予
備

費
か
ら
組
替
の
た
め
の
更
正

で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

日
程
第
三
　

昭
和
三
十
三
年
度

国
見
町

簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

よ
っ
て
消
火
栓
三
ヶ
所
増
加

に
よ
る
工
事
費
の
追
加
と
工

事
請
負
者
に
対
す

る
記
念
品

代
の
総
額
二
三
七
、
〇
〇
〇

円
追
加
で
原
案
通
り
可
決
さ

、
れ
た
。

日
程
第
四
　

昭
和
三
十
三
年
度

国
見
町
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算

新
国
道
建
設
に
よ
る
役
場
敷

地
の
潰
地
代
、
義
務
教
育
教

科
用
図
書
給
与
費
補
助
金
等

の
歳
入
増
加
に
よ
っ
て
助
役

設
置
に
よ
る
人
件
費
増
。・
季

節
保
育
所
建
物
改
築
費
増
、

簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

増
に
よ
る
国
保
繰
出

金
の
減

額
操
作
等
の
為
の
総
額
一
四

〇
、
九
五
一
円
の
追
加
更
正

七

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

御
成
人
お
め
で
と
う

祝
福
え
る
若
人
た
ち

町
内
居
住
の
満
二
十

才
に
達
」

だ
青
年
男
女
二
六
五
名

の
成
人
式

は
、
例
年
通
り
一
月
十
五
日
、
成

人
の
日
に
藤
田
小
学
校
礼
法
室
で

開
か
れ
る
。

式
は
午
前
九
時
開
始

、
全
員
で

国
歌
斉
唱

、
町
長
の
式
辞
に
っ
い

で
、
成
人
証
書
、
記
念
品
が
蔗
さ

れ
、
公
民
舘
長
を
は
じ
め
来
賓
の

祝
辞
、
成
人
者
総
代
の
答
辞
、
成

人
の
歌

を
う
た
っ
て
一
応
閉
式
、

つ
い
で

福
島
民
報
諞
集
局
次
長
塩

川

朝
夫
氏
の
講
演
を
き
き
、
成
人

者
代
表

の
感
想
発
表
を
終
っ
て
、

婦
人
会
心

づ
く
し
の
昼
食
を
い
た

だ
き

、
午
后
一
時

よ
り
五
グ
ル

ー

プ
に
わ
か
れ
て
親
子
座
談
会

を
や

っ
て
解
散
す
る
。

渮
本
年
の
圸
区
別
成
人
者
数
は
次

の
通
り
で
昨
年

よ
り
一
七
名
少
い

地

区
　

男
　

女
　

計
　

昨

年

小
　

坂
　

一

五

三

一
　

四

六

五

六

藤
　

田

四

二

四

〇

八

二

八

六

森

江

野

二

六

三

四

六

〇

六

一

大

杢

尸

二

三

三

四

五

七

四

五

大

枝
　

ハ

コ

匸

一
〇

三

〇

計
　
　

一

一

四

７

こ

二
六

芒

一
七（

新
成
人
を
迎
え
る

（

鈴

木

生
）

豊
か
な
教
養
と
健
康
な
心
身

を

も
っ
て
成
人
と
な
ら
れ

た
諸
君

の

た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
、
更
に
清
純

潔
白
な
君

た
ち
を
迎
え
入
れ
る
わ

れ
わ
れ
オ
ト
ナ
の
社
会

に
対
し
て

も
、
心
か
ら
お
め
で
と
５
を
叫
び

た
い
。
純
粋
雪
の
よ
う
な
君
た
ち

を
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ

オ
ト
ナ
の
社
会
が
浄
化

さ
れ
、
進
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
期
待

が
大
な
る
が
故
に
、
僕
は
単
刀
直

入
に
希
望
を
述
べ
、
柔
歇
に
し
て

弾
力
性
に
冨
む
、
君
自
身
の
流
儀

に
解
釈
し
、
受
取
っ
て
も
ら
い
た

い
。日

新
参
者
の
心
を
失

う
な

い
つ
ま
で
も
新
参
者
の
心
を
失

う

ま
い
。
新
入
社
員
が
よ
う
す
が

わ
か
ら
な
い
で
ま
ご
ま
で
し
て
い

る
。
知
っ
た
ふ
り
し
な
い
。
き

ど

ら
な
い
。
だ
れ
に
で
も
教
え
を
こ

お
う
と
し
て
い
る
。
素
直
で
、
謙

虚
で
、
礼

儀
が
正
し
い
。
自
分
の

考
え
が
い
ち
ば
ん
正
し
い
な
ど
と

か
る
が
る
し
く
自
己
免
許
を
し
な

い
。
あ
の
桑
歇
な
弾
力
性
。
そ
れ

で
い
て
、
こ
こ
ろ
の
骨
に
シ
ソ
が

通
っ
て
い

る
。
お
れ
が
お
れ
が
と

ち
い
さ
い
現
在
の
自
分
に
こ
だ
わ

ら
な
い
か
ら
将
来
ど
ん
な
に
大
き

く
伸

び
る
か
。

㈹

お
と
な
の
世
界
を
猿

ま
ね
し
な
い

お
と
な
の
世
界
に
妙
な
く
せ
が

い
く
つ
も
お
る
。
他
人
の
迷
惑
を

考
え
な
い
く
せ
。
時
間
を
守
ら
な

い
で
平
気
な
く
せ
。
自
分
の
重
荷

に
は
す
ご
く
敏
感
で
あ
り
な
が
ら

他
人

の
重
荷
に
は
ヶ

ロ
リ
と
し
て

い
る
く
せ

、
ひ
と
り
よ
が
り
で
、

し
つ
と
ぶ

か
く
、
他
人
と
協
力
し

な
い
く
せ
。
金
力
や
、
暴
力
や
、
権

力
や
、
組
織
力
や
、
す
べ
て
長
い

も
の
の
前
に
卑
屈
と
な
る
く
せ
。

数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、

い
ち
ば
ん
ま
ね
て
ほ
し
く
な
い
く

せ
は
、
人
間
を
大
切
に
し
な
い
く

せ
。
人
間
を
何
か
の
手
段
や
方
便

や
道
具

と
見
る
だ
け
で
、
人
間
を

目
的
と
し
て
尊
重
し
な
い
こ
と
。

こ
れ
ば
お
と
な
の
世
界
の
い
ち

ば

ん
よ
く
な
い
悪
癖
だ
と
お
も
う

。

新
成
人
の
み
ご
と
な
道
徳
的
特

権
は
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で

温
く
生
き
る
と
い
う

ご
と
だ
。
世

界
中
の
青
年
が
、
み
ん
な
目
的

の

主
人
公
と
し
て
尊
厳
で
貴
重
な
の

だ
。政

治
に
つ
い
て
の
悪
い
く
せ
、

い
い
た
く
な
い
が
仕
方
な
い
。

の

政
治
を
他
人

ご
と
と
お
も
う
く

せ
。

③
選
挙
を
喧
嘩
と
お
も
う
く
せ
。

③
反
対
意
見
に
耳
を
か
さ
な
い
く

せ
。

こ

ん
な
悪
い
く
せ
は
、

ど
う
か
ま

ね
し
な
い
で
頂
き
た
い
。

目

も
の
さ
し
を
大
き
く

大
阪

か
ら
東
京
に
帰
る
と
き
、

静
岡

ま
で
米
る
と
、
も
う
東
京

は
近

い
ぞ
と
お
も
う
。

九
州

か
ら
東
京
に
帰
る
と
き
、

大
阪

ま
で
来
る
と
、
も
う
東
京

は
す
ぐ
だ
と
お
も
う
。

ロ
ン
ド
ン
か
ら
東
京
に
帰

る
と

き
、
大
西
洋
を
濮
っ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
タ
に
っ
く
と
、
も
う
日
本

に
帰
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。

も
の
さ
し
が
大
き
く
な
る
と
、

こ
こ
ろ
の
計
り
か
た
が
大
き
く

な
る
。

糾

自
分
で

考
え

る

自
分
で
考
え

、
自

分

で
判

断

し
、
自
分
で
責
任
を
も
っ
て
実
行

す
る
。
そ
れ
が
民
主
的
人
格
の
あ

り
か
た
だ
。
話
し
あ
い
学
習
と
い

う
、
チ

ー
ム

ー
ワ
ー
ク
で

の
磨
き

あ
い
を
身
に
っ
け
な
が
ら
、
み
ず

か
ら
ま
な
び
、
み
ず
か
ら
考
え
よ

う
。
そ
し
て
高
ま
ろ
う
。

保
育
所
の
ク
リ
ス
マ
ス

藤
田

保
育

所
で
は
、

十
二
月
二

十
五
日
、

愃
例
の
ク

リ
ス
マ
ス

遊
戯
会
を

開
き
、
一

七
〇
名
の

子
供
の
か

わ
い
い
遊

戯
や
唱
歌

や
劇

な
ど

を
公
開
し

た
り
、
サ

ン
ダ
の
お

ぢ
い
さ
ん

か
ら
贈
り

物
を
や
っ

て
、
一
日

を
楽
し
く

暮
し
た
。

「

写

真
一

は
そ
の

Ｔ

」
ま

二
コ

ニ
コ
顔

の
大
木

戸
農

協

貯
蓄
目
標
号
十
万
見
事
突
破

大
木
戸
農
協
で
は
、
新
浜
村
診

設
の
基
礎
は
町
民
の
白
‥力

史
生
に

お
り

、
自
力
更
生
の
要
件
は
貯
蓄

意
欲

の
高
揚
に
あ
り
と
の
信
念
か

ら
、
昨
夏
以
来
三
千
万
貯
蓄
目
標

を
立
て
、
酒
井
組
合
長
陣
頭

指
狸

の
下
に
熱
烈
な
貯
蓄
運
動
を
展
開

し
て
き
た
。
好
事
魔
多
し
の
た
と

え
通
り
。晩
秋
蚕
の
不
作
、
二
十
一

号
並
に
二
十
二
号
台
風
に
よ
る
米

作
減
収
及

び
煙
草
、
果
樹
等
の
大

被
害
に
よ
っ
て
一
時
大
頓
坐
を
来

し
、
目
標
の
年
内
完
遂
は
危
ぶ
ま

れ
た
。
し

か
し
不
撓
不
屈
の
役
職

員
の
昼
夜
を
わ
か
た
ぬ
努
力
と
、

二
百
九
十
組
合
員
の
水
も
も
ら
さ

ぬ
結
束
は
遂
に
実
を
結
び
、
目
標

日
十
二
月
三
十
日
午
后
六
時
、
目

標
を
突
破
す
る
こ
と
四
百
六
十
三

万

余
の
好
成
績
を
も
っ
て
凱
歌
を

あ
げ
、
関
係
者
一
同

ホ
ッ

と
し
た

の
で
あ
っ
た
。
伊

井
組
合
長
は
大

黒
様

の
よ
う
存
失
言
で
そ
の
喜
び

を
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

「

わ
れ
わ
れ
役
職
員
は
今
、
三

千
万
貯
蓄
達
成
の
感
激
の
中
か

ら
、
協
同
の
力
が
い
か
に
偉

大

で

あ
る
か
を
身
を
以
つ
て
味
う

こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
喜
び
の
中
に
も
責
任
の
重

大
さ
を
痛
感
し
、
組
合
員
の
寄

せ
ら
れ
た
期
待
と
信
頼
に
そ
む

か
ざ
る
よ
う
新
た
な
る
決
意
を

固
め
た
次
第
で
す
。
今
後
更
に

農
協
発
展
の
た
め
皆
様
の
御
支

援
と
御
協
力
を
御
願
し
ま
す
」

筒
実
績
を
物
語
る
数
字
を
あ
げ
て

み

る
。

貯
蓄
目
標
　

三
、
〇
〇
〇
万
円

達
成
実
績
　

三

、四
六
三
万
円

（

内
定
期
貯
金
）气

二
三
二
万
円

前
年
同
期
純
増
加
額

气

○
三
九
万
円

一
日
皆
貯
金
実
績
一
〇
六
万
円

（
十
二
月
二
十
八
日
実
施
）

貯
金
袋
平
均
　

四
、
一
三
六
円

新
入
生
の
保
護
者
へ
お
願
い

入
学
予
定
者
に
対
し

健
康
診
断
実
施

今
年
の
。四
月
小
学
校
に
入
る
子

ど
も
の
数
は
次
の
通
り
で
、
昨
年

に
く
ら
四
三
名
少
な
い
。

学
区
名
　
男
　
女

計

憐

藤
　

田
　

五
一（
　

四
六

亘

二

豆

小
　

坂
　

Ξ
　

二
Ｅ
　

五
六
　
甄

森

江

野
　

四（

）

天
　

六
へ
　

吉

大

木

戸
　

三
　

Ξ
　

跖
　

六
六

計
　

一
六〔

〕

三
〔

〕

二（
（
）
一一
三

大
　

枝
（

梁

川

、
国

見

合

せ

て

）

芫
　

芫

筒
今
年
か
ら
は
、
新
し
く
で
き
た

学
校
保
健
法
の
規
定
に
従
っ
て
、

入
学
前
に
健
康
診
断

を
す

る
こ
と

に
な
り
、
近
く
そ
の
通
知
が
保
護

者
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
全
員
も
れ
な
く
健
康
診

断
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
今
年
の
入
学
予
定
者
で
あ

り
な
が
ら
、
一
月
二
十
五
日
を
過

ぎ
て
も
通
知
が
届
か
な
か
っ
た
と

き
は
、
近
く
の
学
校
か
又
は
教
育

委
員
会

に
申
し
出
て
下
さ
い
。。

（

急

告

）

青
年
研
修
所
落
成
記
念

酒
井
先
生
宮

城
農

学
寮
長

大

講

演

会

一
月
二
七
日

后
一
　
大
技
中

一
月
二
八
日

前
九
　
研
修
所

大
木
戸
中
生
徒
会
の
美
挙

昨
年
末
行
わ
れ
た
歳
末
助
け
あ
い

運
動

に
町
内
各
部
落
か
ら
集
め
ら

れ
た
浄
財
は
、
米
一
石

九
斗
二
升

九
合
五
勺
、
金
四
万
四

千
八
百
二

十
五
円
の
多
額

の
ぽ
り
、
関
係
者

を
い
た
く
感
激

さ
せ
て
い
る
。
殊

に
大
木
戸
中
学

校
の
生
徒
会
か
ら

は
絵
太
三
百
余
冊
、
鉛
筆
五
十
六

木
、
少
女
雑
誌
四
十
四
冊

、
ノ
ー

ト
三
十
七
冊
、
辞
典
十
二
冊
を
三

つ
の
箱
に
ぎ
っ
し
り
っ

め
、
現
金

五
百
十
一
円
を
添
え
て

送
ら
れ
て

来
た
。
こ

の
あ
た
た
か
い
贈
り
物

に
つ
い
て
は
早
速
協
議
会
を
開
い

て
こ
れ
を
旧
歳
末
町
内

に
配
分
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

わ
が
町

の

人
口
と

戸
数
は

？

（
三
四
ご

、
一
現
在
）

人
口
　
　
　

戸
数

藤
　

田

四
、
八
五
八
　

九
五
一

小
　

坂

二
、四

五
七
　

四
五
一

森
江

野

二
、
八
三
七
　

四
六
六

大
木
戸

二
、二

九
五
　

三
八
〇

大
　

枝

二

、一
九
五
　

一

九
二

わ
が
町
の

出
生
と
死
亡
は
？

（

昭

和

三

三

年

）

男
　
　

女
　
　

計

出
生
　

一
〇
二

九
ニ
　

ー
九
四

死
亡
　
　

六
六

六
三
　
匸
一
九

わ
が
町
の
婚
姻
は
？

（
昭
和
三
三
年
）
　
　一
三
〇
組



国民健康保険法施行２０周年

記
念
式
典
開
か
る

国
　
　

見
　
　

町

国
民
健
康

保

険
法
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
、
今

年
で
二
十
年
を

迎
え
た
。

当
町
の
国
民

健
康
保
険
も
合

併
以
来
町
民
各

位
の
御
理
解
と

御
協
力
に
よ
り

そ
の
目
的
は
着

々
達

成
す
る
に

至
り
、
今
や
県

下
一
と
い
う
折

紙
付
で
先
般
県

の
国

保
二
十
周

年
記
念
式
典
に

於
て
知
事
よ
り

表
彰

を
受
け
た

事
は
光
栄
の
極

で
あ
る
。

こ

の
表
彰
を

披
露

し
、
又
先

に
当
町
公

衆
衛
生
事
業
に
対
し
授

与
さ
れ
た
厚
生
大
臣
賞

の
披
露
を

も
兼
ね
て
去

る
十
二
月
十
四
日
午

前
十
時
よ
り
藤
田
小
学
校
講
堂
に

於
て
国

民
豚
康
保
険
法
二
十
周
年

記
念
式
典

が
催
う
さ
れ
た
。

こ
の
日
県
知
事
を
始

め
町
外
来

賓
、
町
内
各
種
団
体
役
員
等
約
三

百
五
十
名
参
会
の
も
と
に
幕

を
お

け
、
町
長
よ
り
「
国
見
町
国

保
が

現
在
の
段
階
に
進
ん
だ
の
は
町
民

各
位
の
絶
大
な
る
御

理
解
、
御
協

力
の
賜
で
あ
り
心
よ
り
謝
意
を
表

す
る
と
共
に
今

后
益
々
住
民
福
祉

と
健
康
国
見
町
の
建
設
に
努
め
た

い
」
と
の
式
辞
に
つ

ゞ
い
て
、
優

良
被
保
険
者
、
優
艮
納
税
組
合
、

国

保
運
営
委
員
、
農
業
協
同

組
合

等
に
表
彰
状
、
感
謝
状
を
そ
れ
で

れ
授
与
し
、
知
事
を

始
め
県
国
保
連
合
会

長
、
町
議
会
議
長
、

医
師
代
表
宮
川
医
師

よ
り
「
国
見
町
ｍ

保

に
今
日
の
栄
誉
あ

る

は
町
民
各
位
の
努
力

の
賜
で
あ
り
今
后
益

々
事
業
進
展
に
努
め

ら
れ
た
い
」

と
の
祝

辞
を
受
け
た
。
最
后

に
受
賞
者
代

表

と
し
て
藤
田
名
和
胖
氏
よ
り

「
我
々
は
唯
そ
の
責
を
全
う
し
た

に
過
ぎ
ず
、
今
日
表
彰
を
受
け

た

事
は
汗
顔
の
至
り
で
あ
り
、・
終
生

忘
れ
る
こ
と
の
出
来

ぬ
喜
び
で
あ

る
。
今
后
も
一
層

の
協
力
を
惜
し

ま
な
い
」
と
の
謝
辞
が
あ
り
、
町

長
音
頭
の
も
と
に
万
才
三
唱
を
式

場
一
ぱ
い
に
響
か
せ
て
盛
会
裹

に

式
典
の
幕
を
閉

じ
た
。

表
彰
状
、
感
謝
状
の
授
与
を
受

け
た
者
次
の
通
り

○
優
良
仮
保
険
者
表
彰

名
和
胖
、
大
槻
喜
三
郎
、
大
村

ト
ヨ
、
秦
勇
、
菊
地
幸
市
、
中

村
源
市
、
佐
藤
栄
蔵
、
大
隈
順

造
、
斎
藤
要
吉
、
佐
藤
義
雄
、

高
橋
宗
一
、
佐
藤
只
之
、
蓬
田

ト
ラ
、
遠
藤
助
太
郎

、
大
津
利

雄

、八
巻
洽
作
、宍
戸
新
五
郎
、

徳
江
喜
三
郎
、
寺
島

金
治
、
村

上
善
兵
工
、
佐
藤
庄
吉
、
佐
藤

繁
三
、
長
谷
川
正
男
、
八
島
進
、

松
浦
勇
喜
、
松
浦
芳
蔵
、
松
田

重
松
、
玉
手
太
郎
、
岩
城
喜
逸
、

佐
藤
幸
七
（
以
上
三
十
名
）

○
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰

宮
町
南
納
税
貯
蓄
組
合

、
石
母

田

東
同
、
内
谷

東
同
、
鳥
取
同
、

森
山
第
一
同
、
森
山
第
二
同
、

光
明
寺
同
、
貝
田
南
同
、
原
町
同

○
感
謝
状
授
与
者

国
見
町
国
保
運
営
委
員
長
大
波

久
外
委
員
十
三
名

藤
田
第
一
農
協
、
小
坂
農
協
、

森
江
野
農
協
、
、
大
木
戸
農
協

【
写
真

】
式
場
風
景
と
保
健
施
設

活
動
の
一
つ
乳
児
検
診

・：

人

生

学

校
・：

［

松

の
木
先

生
］

春
　
日
　
佑
　
幸

◇
松
の
こ
と
は
松
に
な
ら
え

芭
　

蕉

松
の
こ
と
な
ら
松
に
き
け

竹
の
こ
と
な
ら
竹
に
き
け

も
ち
は
も
ち
屋

で
き
く
が
よ
い
．

酒
は
酒
屋
で
ぎ
く
が
よ
い

か
も

め
に
に
し
ん
を
き
く
．よ
う
な

見
当
ち
が
い
・
を
し
て
い
て
は
．
．

千
年
万
年
ま
つ
た
と
て

ら
ち
の
あ
く
日
は
来
な
か
ろ
う

こ
の
人
間
の
世
の
中
が

し
り
た
い
な
ら
ば
あ
く
ま
で
も

こ
の
人
間

に
き
く
が
よ
い

さ
ら
に
じ
ぶ
ん
に
き
く
が
よ
い

人

の
住
ん
で
る
世
の
中
は

空
と
大
地
で
で
き
て
い
る

陸
と
酊
と
で
で
き
て
い
る

鳩
と
蛇
と
が
住
ん
で
い
る

人

と
犬
と
が
住
ん
で
い
る
　

｀

わ
た
し
と
あ
な
た
が
く
ら
し
て
る

親
と
子
供

が
く
ら
し
て
る

男
と
女

が
な
が
め
て
る

．

侫
と
姑

が
な
が
め
て
る

西
と
東
が
に
ら
ん
で
る

右

と
左
が
に
ら
ん
で

る

こ
う
し
て
ぃ
く
ら
か
ぞ
え
て
も

か
ぞ
え
き
れ
な
い
世
の
中
だ

一
寸
人
工
衛
星

に

の
っ
て
遠
く
へ
と
ん
で
ゆ
き

そ
こ
か
ら
こ
ち
ら
の
人
間
を

眺
め
て
み

る
の
も
よ
か
ろ
う
が

離
れ
小
島

と
お
ん
な
じ
で

な
が
く
ぃ
ら
れ
る
わ
け

は
な
い

や
っ

ぱ
り
お
い
ら
は
ご
た
く

と

い
ろ
ん
な
道
具
の
な
ら
ん
で
る

こ
の
人

生
の
ま
ん
中
で

じ
ぶ
ん
を
み
が
い
て
ゆ
く

べ
き
だ

新生活運動あれこれ

あ

な

た

は

ど
ち
ら
に
軍
配
を
？

…
旧
正
廃
止
の
話
し
あ
い
記
録
…

こ

の
記
事
は
最
近
は
や
り
の
話
し
あ
い
学
習
で
、
論

争
の
的
に
な
っ
た
点
を
、
対
話
風
に
記
者

が
構
成
し

た
も
の
で
、
○
×
共

に
複
数
で

あ
る
。

○
我

々
農
家
で
は
仕
事

を
き
め
て
ゆ
つ
く
り

正
月
を
し
た
い
。

×
い
や
、
機
械
化
し
た
今
日
、
仕

事
は
早
く
含
め
ら
れ
る
。
百
姓

の
仕
事
は
と
こ
で
き
ま
っ
だ
と

い
う
こ
と
が
な
い
。
早
く
正
月

を
や
っ
て
、
春
の
仕
事
を
ゆ
っ

く
り
や
っ
た
方
が
よ
い
。

○
新
正
月
は
雪
も
降
ら
ず
、
天
気

が
よ
く
て
休
む
に
は
も
っ
た
い

な
い
。
旧
正
月
に
は
雪
が
降
っ

て
休
む
に
都
合
よ
い
。

Ｘ
旧
正
月
だ
な
ん
て
休
ん
で
い
る

と
春
先
急
に
い
そ
が
し
く
な
っ

て
気
が
も
め
る
。

○
こ
れ
ま
で
何
回
か
叫
ば
れ
て
や

っ
て
み
た
が
永
続
き
し
な
い
。

や
は
り
旧
暦
に
よ
い
と
こ
ろ
が

あ
る
ん
だ
な
。

×

そ
れ
は
郷
愁
み
た

い

な

も

の

だ
。
メ
ー
ト
ル
法
一
本

に
な
っ

た
今
日
、
こ
よ
み
も
一
木
化
す

べ
き
だ
。

○
そ
れ
で
は
旧
暦
一
本
建
に
し
た

ら
と
５

だ
。
先
祖
代
々
こ
れ
で

暮
し
て
き
た
の
だ
。
月

口
ヶ
ツ

ト
を
ぶ
っ
ぱ
な
し
て
さ
わ
い
で

い
る
時
代
だ
。
月
に
い
っ
た
ら

旧
暦
だ
ベ
ナ
ー
。

×
季
節
に
合
っ
て
農
作
業
と
の
関

係
も
屎
い
の
は
新
暦
だ
。
第
一

旧
暦
な
ど
明
治
初
年
に
追
放
に

な
っ
て
い
る
は
ず
だ
よ
。

○
じ
や
ま
に
な
る
も
の
で
も
な
い

し
、
今
更
捨
て
る
こ
と
も
な
か

ろ
う
。
十
五
夜
と
い
え
ば
き
ま

っ
て
ま
ん
ま
る
い
お
月
さ
ま
が

出

る
。
旧
暦

は
便
利

な
と
こ
ろ

が
あ
る
ぞ
。
盆
の
十
六
日
に
闇

夜

で
あ
っ
た
な

ん
ど
と
い
う
こ

と
は
お
よ
そ
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
。

×
古
い
も
の
で
も
、
よ
い
と
こ
ろ

は
尊
重
も
し
、
残
し
も
す

る
。。

し
か
し
、
生
活
に
不
便
な
こ
と

は
早
く
な
お
し
た
方
が
よ
い
。

’
二
諳
生
活
は
早
ぐ
や
め
た
い
。

○
若
い
者
は
民
主
主
義
だ
の
、
自

由
主
義
だ
の
と
い
っ
て
、
わ
れ

わ
れ
の
先
祖
か
ら
長
い
聞
か
Ｘ

つ
て
築
き

あ
げ
て
き
た
文
化
を

ぶ
ち
こ
わ
す
気
か
。

×
新
し
い
文
化
を
つ
く
り
あ
げ
る

た
め
に
は
、
あ
る
程
渡
の
破
壊

も
改
革
も
必
要
だ
。
月
ロ
ケ
ツ

ト
が
人
工
惑
星
に
な
っ
て
飛
び

ま
わ
る
時
代
だ
。
羽
田
空
港
を

た
っ
た
北
極
廻
り
の
飛
行
譏
の

次
の
着
陸
地
は
デ
ン
マ
ー
ク
の

て
ヘ
ソ
（

Ｉ

グ
ソ
だ
。・
ヨ
ー
ロ

ツ
パ
や
ア
メ
リ
カ
は
い
わ
ば
向

う
三
軒
両
隣
だ
。

○
年
中
十
五
時
間
労
働
を
し
て
ぃ

る
わ
れ
く

農
民
は
、
冬
分
ぐ

ら
い
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
も

の
だ
。
一
本
化
ど
こ
ろ
か
、
正

月
は
新
旧
二
圓
や
り
た
い
く
ら

い
だ
。

×
正
月
な
ど
旦
那
様
方
に
は
楽
し

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
わ
た
し

ど
も
主
婦
に
と
っ
て
は
、
お
料

理
だ
、
接
待
だ
と
い
っ
て
全
く

重
労
働
で
す
よ
。
お
正
月
だ
の

お
祭
だ
の
、
廃
止
し
た
方
が
よ

い
と
お
も
う
ね
。

○
正
月
や
お
盆
や
お
祭
は
、
い
わ

ば
信
仰
と
レ
タ
リ
ェ
ー
シ
ョ
ｙ

の
た
め
の
年
中
行
事
だ
か
ら
、

出
来
る
だ
け
は
で
に
ゃ
っ
た
方

が
よ
い
し
、
そ
れ
宀
Ｘ
の
立
場

で
、
新
で
も
旧
で
も
都
合
よ
い

時
に
や
る
べ
き
だ
。
一
本
化
だ

の
、
簡
素
化
な
ど
も
っ
て
の
外

だ
’。

わ
れ
／
へ

商
工
業
者
は
、

皆
さ
ま
の
要
望
に
こ
た
え
て
、

大
い
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
つ
も
り

で
い
る
。‘

×
人
心
の
統
『

一
体
性
の
確
立

と
い
う
点
か
ら
も
ぜ
ひ
新
暦

に

一
木
化
す

べ
ぎ
だ
。

○
い
ろ
く

士
地
の
慣
習
や
家
庭

の
都
合
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、

め
い
く

好

き

に

ゃ
れ
ば
よ

い
。

×

い
や
、
こ
う
い
う
こ

と
は
地
域

社
会
み
ん
な
で
、
足

並
そ
ろ
え

て
や
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。

○
そ
れ
で
は
み

ん
な
で
申
合
せ
て

ゃ
れ
。

×
公

民

舘
あ
た
り
で

音

頭
を
と

れ
。

▽
記
者
曰
く

「

お
や
く

、
こ
っ
ち
に
お
鉢

が
廻
っ
て
来
た
様
だ
。

ぐ
ず
／

＼
し
て
い
る
と
（
公
民

舘
、
な
に

ボ
ヤ
く

し
て
い
る

ん
だ
）
と
責
任
乖
求
さ
れ
そ
う

に
な
っ
た
の
で
、
早
々
録
音
機

を
抱
え
て
引
上
げ
た
。
新
旧
正

月
の
中
間
で
、
今
が
一
番
討
論

の
し
ゃ
す
ぃ
時
だ
。
粢
年
あ
た

り
結
論
が
出
る
よ
う
、
う
ん
と

話
合
っ
て
い
た
ｙ

き
た
い
」

結婚式

は
…
お
ご
そ
か
に

そ
し
て
簡
素
に
…
…

(－)

先
月
号
「
く
に
み
」
に

結
婚
式
の
話
題
を
の
せ
た

と
こ
ろ
結
婚
シ
ー
ズ
ソ
と
か
ち
合

っ
た
せ
い
か
、
各
方
部
の
婦
人
学

級
や
青
年
学
級
を
は
じ
め
、
各
種

団
体
や
一
般
の
方
々
の
非
常
な
関

心
を
高
め
、
い
た
る
所
で
活
溌
な

話
し
あ
い
学
習
を
展
開
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
編
集
者
と
し

て
誠
に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
結

論
と
ま
で
は
ま
い
り
ま
せ
ん
が
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
資
料
や
ご
意

見
を
私
な
り
に
ま
と
め
て
中
間
報

告
と
い
た
し
ま
す
。
筒
今
後
共
引

続
き
話
し
あ
い
を
つ
づ
け
、
よ
り

よ
い
結
論
に
達
せ
ら
れ
る
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇
不
合
理
を
叫
ぶ

青
年
た
ち
の
意
見

・

青
年
た
ぢ
の
意
見
を
総
合
す
る

と
Ｉ
Ｉ

わ
れ
／
ｙ

青
年
の
中
で
、

今
行
わ
れ
て
い
る
昔
風

な
結
婚
式

に
矛
盾
｛
不
合
理

｝
を
感

じ
な
い

人
は

Ｉ
人
も
い
な
い
。
で
き
れ
ば

簡
素
化
し
て
、
し
か
も
当
人
達
を

中
心
と
し
た
式
に
し
た
い

と
考
え

て
い
る
。
こ
う
い
う
話
は
い
っ
も

青
年
た
ち
の
集
い
の
中
で
な
さ
れ

て
い
る
。
け
れ

ど
も
い
ざ
仲
間
の

誰
か
の
場
合
に
な
る
と
、
や
っ
ぱ

り
封
建
的
な
式
を
あ
げ
る
始
末
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
。お
そ
ら

く
私
の
場
合
も
そ
う
な
っ

て
し
ま

う
で
し
ょ
う
Ｏ

ｌ

そ
う
考
え
て
い
て
な

ぜ
い
よ

い
よ
の
時
は
ダ
メ
な
ん
で
す

か
。

１
－

親
た
ち
で
す
ね
え
、
大
き
な

ガ
ソ
は
。
親
た
ち
が
反
対

し
て
し

ま
う
ん
で
す
。
Ａ
君
の
場
合
は
親

は
簡
素
化
に
お
そ

る
お
そ

呑
賛
成

な
の
で
す
が
、
本
家
の
ボ
ス
が
来

て
、
「
犬
こ
ろ
一
匹
も
ら
っ
た
っ

て
酒
一
升
位
。は
買
う
ん
だ
、
ま
し

て
人
間
様
の
結
婚
式
だ

。
。「

カ
ヤ

ロ
ウ
が
」

と
い
う
わ
け
で
す
、。
ま

た
ど
ち
ら
か

Ｉ
方
が
の
ぞ
ん
で
も

相
手
の
家
が
の
ぞ
ま
な
け
れ
ば
オ

ジ
ヤ
ソ
で
す
。

φ
外
剛
内
柔
、
メ
ソ
ツ
に

と
ら
わ
れ
る
父
親

そ
こ
で
わ
た
く
し
は
、
丁
度
「
講

中
」
の
あ
る
寄
合
い
の
席
に
入
っ

て
五
十
代
の
父
親
た
ち
の
意
見
を

た
た
い
て
み
た
。

－

ホ
ウ
ヶ
ソ
的
、
ホ
ウ
ヶ
ソ
的

と
今
と
き
の
若
い
者
は
、
わ
し
ら

を
責
め
た
り
す
る
が
、
あ
い
つ
ら

は
世
の
中
の
し
き
た
り
を
知
ら
な

い
。
親
に
す
れ
ば
子
供
が
可
愛
い

か
ら
こ
そ
金
を
か
け
て
式
を
す
る

ん
で
す
。
「
た
ん
だ
、
シ
ミ
つ
た

れ

た
結
婚
式
」
と
い
わ
れ
た
ん
じ

や
、
親
ば
か
り
で
な
く
、
息
子
も

跛
も
可
愛
そ
う
で
し
ょ
う（
。

い
や
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
い

う

と
わ
し
だ
つ
て
、
な
に
も
金
を

借
り
て
ま
で
あ
ん
な
こ
と
は
や
り

た
く
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
し
か

し
結
婚
式
と
い
う
の
は
「
経
済
」

か
ら
ば
か
り
考
え

る
も
ん
じ
や
な

い
で
し
ょ
う
。
金
を
か
け
な
い
か

ら
い
い
と
い
う
も
ん
じ
や
な
い
。

金
を
か
け

る
か
ら
い
い
と
。も
い
い

ま
せ
ん
が
ね
。
い
わ
ば
結
婚
は
一

生

に
一
度

。
そ
れ
も
長
男
だ
け
位

は
人
な
み
に
し
て
や
ヴ
た
い
。
二

男
－

三
男
は
と
て
も
で
き
な
い
が

ね
。

そ
れ
に
、
か
り
に
わ
し
が
あ
な

た
の
い
う「
新
し
い
結
婚
」
を
の
ぞ

ん
だ
っ
て
と
て
も
ダ
メ
で
す
な
。

世
の
中
全
体
が
そ
う
な
ら
に
あ
ダ

メ
で
す

）
ホ
ソ
キ
も
馬
鹿
の
う
ち

と
い
い
ま
す
よ
。

－

Ｉ

す
る
と
世
の
中
全
体
が
や
れ

ば
あ
な
た
も
や
る
と
い
う
わ
け
で

す
ね
。

Ｉ
Ｉ
も
ち
ろ
ん
で
す
よ
。
歓
迎
し

ま
す
よ
。
な
あ
に
、
ど
こ
の
覬
だ

っ
て
、
内
心
か
ら
金
を
か
け
て
、

（

デ
な
式
な
ん
て
や
り
た
く
な
い

ん
で
す
。
た
だ
世
間
体
が
あ
る
ん

で
、
拉
く
泣
く
や
っ
て
い
る
始
来

で
す
か
ら
。

（

以

下

次

号

）

映
写
機
購
入
に
御
協
力
願
い
ま
す

学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
、
映

画
、
幻
灯
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
デ
な

ど
の
視
聴
覚
教
材
を
利
用
す

る
こ

と
が
、
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と

は
、
皆
様
の
よ
く
御
存
じ
の
こ
と

で
あ
り
ま
す

。
わ
が
町
で
は
、
桑

折
町
と
合
同
し
て
一
台
の
エ
ル
モ

映
写
牋
を
使
用
し
て
お
り
ま
す

た

め
、
学
校
で
も
、
公
民
舘
で
も
、

非
常
に
不
自
由
を
し
て
、
学
校
や

各
種
団
体
、
部
落
な
ど
か
ら
要
望

が
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
求

め
に
応
じ
得
な
い
有
様
で
あ
り
ま

す
。
今
、
進

ん
だ
町
村
で
は
、
一

校
又
は
一
舘
に
一
台
を
目
標
こ
進

ん
で
い
ま
す
。
わ
が
国
見
町
屶
い

各
校
に
一
台
の
映
写
機
を
備
え
、

学
校
の
教
科
科
目
や
社
会
教
育
の

学
習
目
的
に
応
じ
た
フ
イ
ル

ム
を

郡
又
は
県
な
ど
か
ら
借
り
て
き
て

（
無
料
で
す
）
学
習
に
利
用
で
き

る
様
に
な
る
の
が
理
想
で
す
が
、

ま
ず
さ
し
あ
た
り
町
で
一
台
だ
け

備
え
よ
う
と
い
５
こ

と
に
な
り
、

先
般
左
記
各
種
団

体
代
表
者
相
談

の
結
果
、
町
民
各
位
の
御
寄
附
を

御
願
い
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

出
費
御
多
端
の
折
柄
、”
誠
に
恐
入

り
ま
す

が
、
子
供
達
の
教
育

に
は

も
ち
ろ
ん
、
私
達
の
社
会
教
育
に

も
な
く
て
な
ら
な
い
道
具
で
す
か

ら
、
何
分
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
紙
上
を
も
っ
て
御
願
申
上
げ

ま
す
。

記

映
写
譏
一
台
価
格
二
十
六
万
円

内
寄
附
募
集
額
　
　

十
六
万
円

（

大
体
赤
い
羽
根
募
金
同

額
）

目
標
期
日
一
月
中
に
募
金
完
了

体団起発

Ｐ
Ｔ
Ａ

、
学
校
、
婦
人
会

青
年
団
、
部
落
会
、
消
防

団
、
農
研
団
体
、
農
協
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
青
少

年
問
題
協
議
会
、
公
民
舘

編
集
後
記

○
皇
太
子
さ
ま

お
め
で
と
う

わ
れ
ち
の
皇
太
子
さ
ま
の
お

嫁
さ
ん
が
決
ま
っ
た
。
い
わ
ば

わ
れ
わ
れ
と
同
格
の
民
間
人

か

ら
、
未
来
の
皇
后
と
な
る
人
が

え
ら
ば
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
、

皇
太
子
さ
ま
に
無
限
の
讃
辞
を

送
り
、
無
上
の
敬
意
を
呈
す
る

理
由
は
、
た
だ
単
に
殿
下
が
二

寸
五
才
の
今
日
ま
で
人
間
と
し

て
の
修
養

に
っ
と
め
ら
れ
。
自

ら
の
意
志

に
よ
っ
て
配
遇
者
を

決
め
ら
れ
た
と
い
う
表
面
的
な

こ
と
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
日

本
国
民
に
課
せ
ら
れ
た
民
主
化

を
い
と
も
す
な
お
に
、
実
行
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

○
人
工
惑
星
に
思
う

新
年
早
早
、
ソ
連
で
ぶ
っ
ぱ

な
し
た
月
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
予
定

の
＝
Ｉ
ス
を
通
り
、
月
の
そ
ば

を
つ
き
ぬ
け
て
、
太
陽
を
中
心

と
し
た
毓
道
に
の
り
、
わ
れ
わ

れ
地
球
の
仲
間
入
り
を
し
た
。

何

と
す
ば
ら
し
い
科
学
の
力
だ

ろ
う
。
火
星
や
木
星
の
争
奪
を

か
け
た
字
宙
戦
争
が
起
る
と
い

う

よ
う
な
こ
と
は
、
単
に
マ
ソ

ガ
や
小
説
で
は
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
吾
々
の
身
の

廻
り
の
Ｊ
何

と
、
不
合
理
や
非
科

学
的
な
こ
と
の
多
い
こ
と
か
。・

○
新
生
活
運
動
に
思
う

お

正

月

の

一

本

化

と

か

、

結

婚

の

合

理

化

と

い

う

こ

と

は

、

社

会

の

み

ん

な

が

砠

ん

で

い

る

こ

と

で

あ

り

な

が

ら

、

い

ざ

実

行

と

な

る

と

、
』
み

ん

な

し

り

ご

み

し

て

し

ま

う

。

迷

信

の

打

破

も

、
習

俗

０‐

改

善

も

、
個

人

の

力

で

は

。な

か

な

か

む

ず

か

し

い

。

人

間

の

生

活

を

よ

り

よ

く

す

る

た

め

の

申

合

せ

が

風

俗

習

慣

と

な

っ

た

の

で

あ

る

な

ら

ば

、

現

在

わ

わ

れ

わ

れ

の

生

活

に

不

便

や

不

利

を

あ

た

え

る

風

俗

習

慣

を

改

め

る

に

誰

に

遠

意

や

気

が

ね

が

い

る

だ

ろ

う

。

自

分

た

ち

の

幸

福

は

自

分

た

ち

の

手

で

っ

か

む

外

な

い

。
。

○
成
人
式
に
思
う

二
百
六
十
余
人
の
新
成
人
を

迎
え
る
。
君
た
ち
が
結
束
す
れ

ば
町
会
議
員
二
人
出
せ
る
力
に

な
る
。
そ
れ
だ
け
の
力
を
ど
の

よ
う
に
俾
ｙ

か
に
よ
っ
て
、
わ

が
国
見
町
が
よ
く
恚
な
り
、
わ

る
く
甘
な
る
。
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